
平成 26年度第 13回霞ヶ浦自然観察会結果報告 

「オオヒシクイと冬の渡り鳥」を実施しました。 

 

開催日時：平成 27年１月 10日（土） 

 

開催場所：午前 稲敷市江戸崎入（稲波干拓地） 

     午後 稲敷市和田公園 

参 加 者：32名 

 

 今回は冬の自然観察会恒例，野鳥の観察会。講師には野鳥観察の回でいつも

お世話になっている雪入ふれあいの里公園の川崎先生をお招きしました。今年

は例年以上に稲波干拓地にオオヒシクイが集まっているということで，オオヒ

シクイを観察会のメインにいたしました。 

 ヒシクイとはガンの 1 種，亜種レベルで亜種ヒシクイと亜種オオヒシクイが

います。稲波干拓地にやってくるのは亜種オオヒシクイ。太平洋側では霞ヶ浦

が渡来の南限地です。初めてまとまった数の飛来が確認されたのは 1985年。 

その年の最大羽数は 34 羽。それが今年は 100 羽を超える数が飛来しています。

霞ヶ浦にそれだけの自然が残されているのはもちろん，ボランティアや地元の

方の長年の保護があってのことです。 

 この日は晴天に恵まれたものの，強い北風が吹いていました。しかしその寒

さも忘れてしまう 124 羽ものオオヒシクイが出迎えてくれました。以前は夜に

なると小野川に移動していたのが，ここ数年は一日中，稲波干拓地で過ごして

いるそうです。時々トビにちょっかいを出されながらも，ひるむことなくまと

まってじっとしているオオヒシクイの姿は感動ものでした。 

 川崎先生や，現地で保護活動を行っている江戸崎雁の郷友の会（代表：茂木

光雄会長）の方からお話を伺い，ほとんど名前しか知らなかったオオヒシクイ

について，いろいろ教えて頂きました。昔は東京（当時の江戸）にも雁の仲間

が飛来していたとのこと。霞ヶ浦にいつまでもオオヒシクイが渡ってくること

を願い，またそのような環境を維持していくことの大切さを実感しました。 

 午後は和田岬に移動して湖岸の鳥たちを観察しました。当日は一日中強風で，

小さな鳥たちの姿を見つけるのは難しかったのですが，それでも 29種の野鳥を

観察することができました。食物連鎖の頂点に君臨する猛禽類も数多く観察で

き，多様な生態系が残されている場所があることも改めて実感しました。 

 川崎先生，江戸崎雁の郷友の会さま，参加者のみなさん，パートナーのみな

さんありがとうございました。 

環境活動推進課 福井正人 



 

 

 

 

 

 

 

 

双眼鏡の使い方から始めます。      飛び立つカモの群れ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

手前はダイサギ，奥はアオサギです。     保護の看板です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオヒシクイです！！左上方からトビがちょっかいを出しています。 

 

                    

オオヒシクイの観察小屋です。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん熱心に観察しています。 

 

                          江 戸 崎 雁 の 郷 

                          友の会の方から 

                          御説明頂きました。 

 

 

 

 

テレビ取材も！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年もたくさん渡って来ますように！ 




